
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日頃より習志野市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

本市では、平成２６年に策定した基本構想において、「未来のために～みんながやさしさでつなが

るまち～習志野」を目指すべき都市の姿として定め、豊かで安全・安心な生活環境を継承し、新たに

住んでみたいまち、将来にわたり住み続けたいまちを目指し、まちづくりを推進しています。 

本調査は、令和７年度に現在の基本構想の計画期間が満了することに伴い、令和８年度を始期

とする、次期基本構想の策定を行うための基礎資料とすることを目的に、市民の皆様の市政に対す

るご意見等をお伺いするものです。 

この度は、満１５歳以上の市民の皆様から無作為に選ばせていただいた５，０００人の方々にご協

力をお願いしております。 

 

習志野市 市民意識調査 

～ご協力のお願い～ 

習志野市は令和６年８月１日に市制施行７０周年を迎えます。 

【問い合わせ先】習志野市 政策経営部 総合政策課 電話:047-451-1151（内線 231・233） FAX:047-453-9313 

  

令和６年７月２5 日（木曜日）までにご回答ください。 

ＷＥＢ 若しくは、本調査票を同封の返信用封筒に入れて 

郵便ポストにご投函ください。（切手は不要です） 

 URL ｈｔｔｐｓ：//～ 

リンク先で以下の回答用 ID を入力し、次へ進むをクリックしてご回答ください。 

  回答用 ID： 

あるいは、右記の QR コードからも回答画面へアクセスできます。 

(ご回答は一時保存が可能です。再開の際は上記の回答用 ID を再度ご入力ください) 

日本語、英語、中国語、韓国語に対応しています。 

Available in English, Chinese and Korean.  

回答期限 

回答方法 

WEB 

（回答画面QR コード） 

QR 

・「あて名のご本人による回答」が原則ですが、「ご家族の方がご本人の代わりに回答する

こと」や「ご家族とご相談のうえ回答すること」も可能です。 

・質問は全部で４８問あります。（所要時間２０分程度） 

・回答したくない質問には、ご回答いただく必要はございません。 

・調査は無記名で行いますので、個人が特定されることはありません。 

（お名前を書かれたとしても調査には一切反映しません。） 

・回答いただいた調査票は鍵のかかる場所で保管し、一定の保管期間を経た後、焼却処理

します。 

💡 回答にあたってのお願い 
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１ 基本属性・居住形態等について（全１０問） 

F1 性別を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．男性 ２．女性 ３．左記以外 

 

F２ 年齢（６月３０日現在）を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．１５～１９歳 

２．２０～２４歳 

３．２５～２９歳 

４．３０～３９歳 

５．４０～４９歳 

６．５０～５９歳 

７．６０～６４歳 

８．６５～６９歳 

９．７０～７４歳 

10．７５～７９歳 

11．８０歳以上 

 

F３ お住まいの住所を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．谷津１･５･６･７丁目 

２．谷津２･３･４丁目 

３．谷津町１･４丁目 

４．奏の杜 

５．袖ケ浦１･２･３丁目 

６．袖ケ浦４･５･６丁目 

７．津田沼 

８．鷺沼 

９．鷺沼台 

10．藤崎 

11．大久保 

12．泉町 

13．本大久保１･２丁目 

14．本大久保３･４･５丁目 

15．花咲 

16．屋敷 

17．実籾、実籾本郷 

18．新栄 

19．東習志野１･６･７･８丁目 

20．東習志野２･３･４･５丁目 

21．秋津、茜浜 

22．香澄、芝園 

 

F４ あなた自身、次のどれに当てはまりますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．現在配偶者・パートナーがいる 

２．現在は配偶者・パートナーがいない（死別・離別） 

３．未婚 

４．その他（           ） 

 

（選択） 

F４-１ 

※ F4 で、「１」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

あなたは共働きをしていますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．している ２．していない 

 

F５ 同居している構成を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．1 人暮らし 

２．配偶者・パートナーのみ 

３．親と子（二世代） 

４．祖父母と親と子（三世代） 

５．その他（       ） 

 

F６ 職業を教えてください。複数の方は主なものを教えてください。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．自営業、自由業、フリーランス、経営者 

２．農業 

３．会社員、公務員 

４．パート、アルバイト 

５．派遣、契約社員 

６．家事専業 

７．学生・生徒 

８．無職 

９．無職（年金受給） 

10．その他（              ） 

  

F4-1 へ 
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F７ 勤務先・通学先を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．市内（自宅以外） 

２．千葉市 

３．船橋市 

４．八千代市 

５．市川市 

６．その他千葉県内 

７．東京都内 

８．自宅 

９．その他（       ） 

10．就業・就学していない 

 

F８ あなたの普段の通勤（通学）時間（片道）はどのくらいですか。複数ある場合は、主な通

勤（通学）先についてお答えください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．30 分未満 

２．30 分～１時間未満 

３．１時間～１時間 30 分未満 

４．１時間 30 分～２時間未満 

５．２時間以上 

６．就業・就学していない 

 

F９ 主に利用する鉄道駅はどこですか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．津田沼駅（JR 総武線） 

２．新習志野駅（JR 京葉線） 

３．京成津田沼駅 

４．谷津駅（京成電鉄） 

５．京成大久保駅 

６．実籾駅（京成電鉄） 

７．新津田沼駅（新京成電鉄） 

８．幕張本郷駅（JR 総武線・京成電鉄） 

９．八千代台駅（京成電鉄） 

10.南船橋駅（JR 京葉線） 

11.東船橋駅（JR 総武線） 

12．その他（              ） 

13．利用していない 

 

F１０ 住居の形態を教えてください。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．一戸建て（持家） 

２．マンション（持家） 

３．一戸建て（賃貸） 

４．アパート・マンション（賃貸） 

５．ＵＲ、市営、県営住宅などの公営住宅 

６．社宅、官舎 

７．間借、寮、住み込み 

８．その他（              ） 
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２ 行政情報について（全３問） 

問１１ あなたは市の情報を得るために次の手段をどの程度利用していますか。 

（すべての項目に１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

項目 
よく利用 

している 

時々利用 

している 

ほとんど利用 

していない 

利用した 

ことがない 

広報習志野（広報紙） １ ２ ３ ４ 

市公式ホームページ １ ２ ３ ４ 

市公式Ｘ（旧ツイッター） １ ２ ３ ４ 

市公式 LINE １ ２ ３ ４ 

市長ニュース（You Tube） １ ２ ３ ４ 

地域の回覧板 １ ２ ３ ４ 

地域の回覧板（市公式ホーム

ページ掲載の電子回覧板） 
１ ２ ３ ４ 

広報掲示板(地域の掲示板) １ ２ ３ ４ 

テレビ広報「なるほど習志野」 １ ２ ３ ４ 

新聞(全国紙) １ ２ ３ ４ 

タウン誌・地域情報誌 １ ２ ３ ４ 

緊急情報サービス「ならしの」 １ ２ ３ ４ 

防災行政無線 １ ２ ３ ４ 

 

問１２ あなたは、「広報習志野」をどのような方法で入手していますか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．新聞折り込み 

２．ポスティングサービス 

３．駅・公共施設・商業施設など 

４．市公式ホームページ 

５．アプリ（※マチイロ・カタポケ） 

６．その他（      ） 

７．入手していない 

※「マチイロ」は、自治体の広報紙やニュースを閲覧できる無料アプリです。 

※「カタポケ」は、文字拡大・音声読み上げ機能付きで、10 か国語対応のデジタルブックが閲覧

できる無料アプリです。 

 

問１３ あなたは、インターネット（電子メールの送受信、スマートフォン等携帯端末による

利用を含む）をどの程度利用していますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．ほぼ毎日 

２．週に数回程度 

３．月に数回程度 

４．月に１回程度 

５．ほとんど利用しない 

６．利用できない 

 

（選択） 

問１３-１ 

※ 問１３で、「１」～「５」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

あなたが、ご家庭で、インターネットを利用している情報機器を教えてください。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．スマートフォン 

２．タブレット端末 

３．パソコン 

４．インターネットが接続されたテレビ 

５．その他（              ） 

問 13-1 へ 問 13-1 へ 
問 13-1 へ 



 

5 

３ 現在の暮らし向きと定住意向について（全６問） 

問１４ あなたは現在の暮らしにどの程度満足していますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

満足している 
どちらかと言えば 

満足している 
普通 

どちらかと言えば 

満足していない 
満足していない 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問１５ あなたの現在の経済的な暮らし向きは、いかがですか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．ゆとりがある 

２．ややゆとりがある 

３．普通 

 

４．やや苦しい 

５．苦しい 

 

（選択） 

問１５-１ 

※ 問１５で、「４」「５」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

苦しい理由としてどのようなことがあげられますか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．日常の生活費が増えたため 

２．教育費が増えたため 

３．賃金などの収入が減ったため・少ないため 

４．事業などの経費が増えたため 

５．倒産・解雇などのため 

６．住宅を購入したため 

７．特別の事情による（結婚、出産、病気など） 

８．低金利が続いているため 

９．その他（              ） 

10．特に理由はない、分からない 

 

問１６ あなたは、本市に住んで何年になりますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．１年未満 

２．１～５年未満 

３．５～10 年未満 

４．10～20 年未満 

５．20 年以上 

６．生まれてからずっと 

 
（選択） 

問１６-１ 

※ 問１６で、「１」～「５」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

本市以外で最も長くお住まいだったのはどちらですか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．近隣市（千葉市・船橋市・八千代市・市川市） 

２．その他県内市町村 

３．東京都内 

４．千葉県・東京都以外の関東地方 

５．その他国内 

６．海外 

 

（選択） 

問１６-２ 

※ 問１６で、「１」～「５」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

本市にお住まいになった主な理由は何ですか。（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．居住環境が良い 

２．住宅の価格（賃貸料含む）が手頃 

３．仕事や学業の都合（社宅・学生寮等） 

４．交通（通勤・通学・お出かけ等）が便利 

５．買い物が便利 

６．教育水準が高い 

７．各種施設が充実している 

８．結婚 

９．家族の都合（親が住んでいる等） 

10．親類やパートナー・知人が近くにいる 

11．行政サービスが充実している 

12．子育て支援が充実している 

13．その他（              ） 

14．特になし 

問 16-1、 
問 16-2 へ 問 16-1、 

問 16-2 へ 

問 15-１へ 
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問１７ あなたが現在お住まいの場所は、住みやすいと感じますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．住みやすい 

２．やや住みやすい 

３．やや住みにくい 

４．住みにくい 

５．どちらともいえない 

 

（選択） 

問１７-１ 

※ 問１７で、「１」「２」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

住みやすい、やや住みやすいと感じる理由は何ですか。 

（３つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．交通が便利である 

２．住宅事情が良い 

３．教育環境に恵まれている 

４．子育て環境が充実している 

５．自然環境に恵まれている 

６．文化水準が高い 

７．災害が少ない 

８．人々が親切である 

９．落ち着いていて清潔である 

10．福祉・医療が充実している 

11．生活基盤整備が進んでいる 

12．街に活気が満ちている 

13．街並みが整備されている 

14．治安が良い 

15．その他（       ） 

 

（選択） 

問１７-２ 

※ 問１７で、「３」「４」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

やや住みにくい、住みにくいと感じる理由は何ですか。 

（３つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．交通が不便である 

２．住宅事情が悪い 

３．教育環境に恵まれていない 

４．子育て環境が充実していない 

５．自然環境に恵まれていない 

６．文化水準が低い 

７．災害の不安がある 

８．人々が不親切である 

９．騒々しく雑然としている 

10．福祉・医療が充実していない 

11．生活基盤整備が遅れている 

12．街に活気が乏しい 

13．街並みが整備されていない 

14．治安が悪い 

15．その他（       ） 

 
問１８ あなたは、今後も現在お住まいの場所に住み続けたいと思いますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．住み続けたい ２．将来転出すると思う 

３．すぐにでも転出したい 

４．わからない 

 
（選択） 

問１８-１ 

※ 問１８で、「１」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

住み続けたいと思う理由は何ですか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．愛着がある 

２．昔から住んでいる 

３．通勤・通学が便利 

４．買い物・遊びに便利 

５．地域の結びつきが強い 

６．自然環境がよい 

７．仕事の都合 

８．行政サービスが充実している 

９．土地、家屋を所有している 

10．その他（       ） 

 

（選択） 

問１８-２ 

※ 問１８で、「２」「３」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

将来転出すると思う、すぐにでも転出したいと思う理由は何ですか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．周辺環境や風紀の悪化 

２．住宅の都合 

３．通勤・通学が不便 

４．買い物が不便 

５．各種施設の整備不足 

６．家族の都合 

７．仕事の都合 

８．行政サービスが不十分 

９．自然災害などに対する不安 

10．その他（       ） 

問 17-1 へ 

問 18-1 へ 
問 18-2 へ 

問 1７-2へ 
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問１９ あなたは知人などに、住まいとして習志野市を勧めたいと思いますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．ぜひ勧めたい 

２．勧めたい 

３．あまり勧めない 

４．勧めない 

 

（記述） 

問１９-１ 

※ 問１９で、「３」「４」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

「あまり勧めない、勧めない」の理由を記述してください。 

 

  

問 1９-１へ 
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４ 市政全般について（全１６問） 

問２０ 次の施策の中で特に重要だと思うものは何ですか。 

（５つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．健康づくりの施策 

２．障がい者（児）施策 

３．高齢者施策 

４．産業振興の施策 

５．観光振興の施策 

６．危機管理・防災・防犯の施策 

７．都市整備の施策（交通関係の施策を含む） 

８．環境の施策 

９．子育て支援施策 

10．学校教育の施策 

11．生涯にわたる学習・スポーツの施策 

12．※1多様性に関する施策 

13．※2市民協働の施策 

14．その他（              ） 

※１ 「多様性に関する施策」とは、性別や障がいの有無、国籍の違いなど様々な理由により生き

づらさを抱えている人への支援や普及啓発に係る施策のことをいいます。 

※２ 「市民協働」とは、市民、市民活動団体、企業、学校などと市が互いの特性を理解し、対等

な立場で共通の目標を達成するために、協力、協働することをいいます。 
 

問２１ 次の各施策についてどのようにお感じですか。 

（すべての項目に１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

項目 満足 
やや 

満足 

やや 

不満 
不満 わからない 

健康づくりの施策 １ ２ ３ ４ ５ 

障がい者（児）施策 １ ２ ３ ４ ５ 

高齢者施策 １ ２ ３ ４ ５ 

産業振興の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

観光振興の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

危機管理･防災･防犯等の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

都市整備の施策 

（交通関係の施策を含む） 
１ ２ ３ ４ ５ 

環境の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

子育て支援施策 １ ２ ３ ４ ５ 

学校教育の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

生涯にわたる学習・ 

スポーツの施策 
１ ２ ３ ４ ５ 

多様性に関する施策 １ ２ ３ ４ ５ 

市民協働の施策 １ ２ ３ ４ ５ 

その他（       ） １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

（記述） 

問２１-１ 

※ 問２１で、「３」「４」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

「不満」の理由を記述してください。 

 

問 21-１へ 
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問２２ 健康づくりの施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。）  

１．母子保健の充実 

２．小児救急医療体制の整備 

３．がん検診等健康診査の充実 

４．健康相談や健康教育の充実 

５．健康づくり事業の充実 

６．医療施設の充実 

７．救急診療、休日・夜間診療などの充実 

８．リハビリテーションの充実 

９．在宅医療の充実 

10．受動喫煙の防止 

11．その他（              ） 

 

問２３ 障がい者（児）施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．住民主体の支援や福祉活動の充実 

２．情報提供や相談窓口の充実 

３．訪問サービスの充実 

４．居住型サービスの充実 

５．障がい者（児）が通う施設の充実 

６．障がいを補う機器や手話通訳などの支援 

７．雇用対策・就労機会の充実 

８．防災体制の整備 

９．バリアフリー対策 

10．障がいへの理解の促進 

11．イベント・地域活動などへの参加機会の拡充 

12．その他（              ） 

 

問２４ 高齢者施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．高齢者住宅の確保 

２．働く場の確保 

３．趣味などの活動機会の創出 

４．ボランティアなどの活動の場の創出 

５．認知症対策の充実 

６．介護予防事業の充実 

７．※在宅福祉サービスの充実 

８．福祉・介護施設などの整備 

９．高齢者医療など経済的支援の充実 

10．介護者支援の充実 

11．ひとり暮らし高齢者などに対する相談体制の充実 

12．バリアフリー対策 

13．消費生活相談窓口の充実 

14．移動手段の確保 

15．その他（              ） 

※「在宅福祉サービス」とは、見守りサービス、緊急通報装置・徘徊者への位置情報探索機貸出し

サービスなどをいいます。  
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問２５ 産業（商業、工業、農業）振興の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．中小企業への支援・育成 

２．創業・起業への支援 

３．中小企業資金融資制度の充実 

４．商業・商店街の活性化 

５．※1買い物弱者対策 

６．工業の振興 

（新たな製品、技術の開発など） 

７．都市型農業の振興 

（農業後継者の育成、農地の有効活用など） 

８．地産地消の推進 

９．職業技術取得への支援 

10．雇用・就業の支援 

11．※2産学官連携の推進 

12．その他（              ） 

※１ 「買い物弱者」とは、商店街や商店などの廃業、撤退により、住んでいる地域や身近な場所

で買い物ができない方（主に高齢者や障がい者）のことです。主な対策として、新たな出店

や宅配、送迎サービスなどがあります。 

※２ 「産学官連携」とは、新技術の研究開発や、新事業の創出を図ることを目的として、大学な

どの教育機関・研究機関と民間企業及び政府・地方公共団体などが連携することです。 

 

問２６ 観光振興の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．観光資源の発掘・創出 

２．観光を推進する民間組織の構築・育成 

３．観光拠点の設置 

４．観光ガイドの育成 

５．ふるさと産品育成の支援 

６．メディアを活用したＰＲ 

７．※友好都市との交流 

８．パンフレットなどの活用 

９．ご当地キャラクターの活用 

10．ドラマ・映画などのロケ誘致 

11．訪日外国人観光客の誘致 

12．その他（              ） 

※「友好都市」は、南房総市・山梨県富士吉田市・群馬県上野村・京都府京田辺市の４市町です。 

 

問２７ 危機管理・防災・防犯等の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。）  

１．防災・減災対策 

２．防災関連設備の整備 

３．消防・救急体制の整備・充実 

４．地域防災活動の推進 

５．※防災公園の整備 

６．防災・災害情報の提供 

７．防災意識の高揚 

８．犯罪情報の提供 

９．地域防犯活動の推進 

10．防犯意識の高揚 

11．防犯に配慮した都市環境整備 

12．空き地、空き家対策 

13．消費生活相談窓口の充実 

14．その他（              ） 

※「防災公園」とは、広域防災拠点、避難地、避難路としての役割をもつ都市公園および緩衝緑地

のことです。 
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問２８ 都市整備の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。）  

１．幹線道路の整備 

２．生活道路の整備 

３．未利用地の有効活用 

４．駐車場・駐輪場の整備 

５．バリアフリー対策 

６．下水道の整備 

７．安全で安定した水道水・ガスの供給 

８．踏切道の改善・解消 

９．コミュニティバスの充実 

10．公共施設の老朽化対策 

11．駅周辺の整備による賑わいの創出 

12．良好な住環境の維持、保全 

13．景観施策の推進 

14．空き家対策 

15．シェアサイクルの充実 

16．その他（              ） 

 

問２９ 環境の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．環境学習の普及 

２．情報発信 

３．地球温暖化防止対策 

４．干潟、海辺、緑、公園・緑地等、農地の活用 

５．※３Ｒの推進 

６．ごみの適正な排出と処理 

７．公園や緑地の整備 

８．環境美化運動・清掃活動の推進 

９．路上喫煙・ポイ捨てなどの防止 

10．大気の保全 

11．水質の保全 

12．土壌・地下水・地盤の保全 

13．騒音・振動・悪臭の抑制 

14．その他（              ） 

※「３R」とは、リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用）の

総称のことです。 
 

問３０ 子育て支援施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．乳幼児の教育・保育施設の整備 

２．放課後の居場所（放課後児童会・放課後子供教室）の充実 

３．子育てと両立しやすい就労環境の充実 

４．母子保健の充実 

５．時間外保育や短期の一時預かりなど、保育メニューの充実 

６．親子がともにくつろげる場所の確保 

７．子どもに対する相談窓口の充実 

８．子どもの医療費など経済的支援の充実 

９．その他（              ） 

 

問３１ 学校教育の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．学校施設の整備 

２．確かな学力を培う教育 

３．自然体験活動や学校行事の充実 

４．健やかな体を育む教育 

５．教職員の資質・指導力の向上 

６．安全教育・安全管理の充実 

７．いじめ・不登校の未然防止、解決に向けた取り組み 

８．家庭や地域との連携 

９．国際社会を生きる資質・能力を培う教育 

10．特別支援教育の充実 

11．ICT（デジタル）活用教育 

12．道徳教育、人権教育の充実 

13．環境教育 

14．教育費の保護者負担軽減 

15．その他（              ） 
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問３２ 生涯にわたる学習・スポーツの施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．公民館、図書館などの整備 

２．各種公民館講座の充実 

３．スポーツ施設の整備・充実 

４．図書館の充実 

５．芸術・文化活動の機会の充実 

６．文化財の保護や伝承 

７．生涯学習指導者の育成 

８．生涯スポーツ活動の機会の拡充 

９．競技スポーツの振興 

10．青少年の健全育成 

11．※地域学校協働活動 

12．その他（              ） 

※「地域学校協働活動」とは、地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体・機

関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、「学校

を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々

な活動です。 
 

問３３ 多様性に関する施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．多様性尊重の普及啓発 

２．男女共同参画の推進 

３．困難な問題を抱える女性への支援 

４．性の多様性に関すること 

５．※パートナーシップ・ファミリーシップ制度の周知 

６．障がいにより生きづらさを抱える人への支援 

７．国籍の違いにより生きづらさを抱える人への支援 

８．誰もが活躍できる生活・労働環境の整備 

９．相談窓口の整備 

10．その他（              ） 

※「パートナーシップ・ファミリーシップ制度」とは、市民一人ひとりが互いの人権を尊重し、多

様性を認め合い、支え合いながら、誰もが大切なパートナー又は家族とともに暮らすことので

きるまちの実現に資するための習志野市独自の制度です。 
 
問３４ 市民協働の施策として特に取り組むべきだと思うものは何ですか。 

（２つまで番号を〇で囲んでください。）  

１．まちづくりへの市民参画の促進 

２．市民、※市民活動団体、企業、学校と市の連携・交流 

３．町会、自治会活動の支援 

４．町会、自治会活動の人材育成 

５．※市民活動団体の支援 

６．※市民活動団体の人材育成 

７．ボランティア活動（個人）の支援 

８．市民協働の理解、意識づくり 

９．平和事業の拡充 

10．その他（              ） 

※「市民活動団体」とは、市民による自発的な意思によって行われ、不特定かつ多数のものの利益

の増進に寄与することを目的に活動する非営利団体です。 
 
問３５ １０年後の習志野市がどんなまちであることを期待しますか。 

（３つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．保健・医療・福祉が充実したまち 

２．高齢者や障がい者が安心して暮らせるまち 

３．活気のある商店街など商業が発展したまち 

４．創業支援が充実したまち 

５．観光資源を生かした賑わいのあるまち 

６．災害に強いまち 

７．事故や犯罪のない安全で安心なまち 

８．都市基盤の充実したまち 

９．道路が整備された安全なまち 

10．安定的なガス、水道、下水道サービスが供給されるまち 

11．自然と調和するまち 

12．環境問題に責任を持つまち 

13．子育てしやすいまち 

14．教育が充実したまち 

15．歴史・文化を生かしたまち 

16．スポーツで活気のあるまち 

17．誰もが自分らしく活躍できるまち 

18．国際交流が盛んなまち 

19．地域活動が活発なまち 

20．平和への意識が高いまち 

21．その他（              ） 
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５ 協働型社会・地域福祉について（全５問） 

問３６ 本市では、※協働型社会の推進を目指しています。現在、あなたは「仕事」や「家庭の

場」以外で何か活動していますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．現在活動している 

２．今はしていないが今後活動してみたい、機会があれば活動するかもしれない 

３．今後も活動しない 

４．その他（                                   ） 

※「協働型社会」とは、ＮＰＯ、ボランティア活動団体、企業、学校、町会・自治会、行政など多

様な主体が公共サービスの担い手となり、地域の課題解決に向けて互いが協力・協調していく

社会のことです。 

 

（選択） 

問３６-１ 

※ 問３６で、「１」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

どのような団体の活動ですか。（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．ボランティア団体・NPO などでの活動 

２．個人のボランティア活動 

３．町会・自治会・まちづくり会議での活動 

４．学校支援活動・ＰＴＡ活動 

５．健康づくりの活動 

６．社会福祉の活動（民生児童委員などの制度ボランティアを含む） 

７．防犯安全活動（通学路の見守りなど） 

８．サークル活動 

９．社会教育の活動（公民館講座、青少年健全育成など） 

10．防災の活動（自主防災組織、消防団など） 

11．パラレルキャリア（複業）としての活動 

12．その他（              ） 

 

（選択） 

問３６-２ 

※ 問３６で、「１」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

現在の活動を今後も続けていく意向はありますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．ある 

２．どちらかといえばある 

３．どちらかといえばない 

４．ない 

 

（選択） 

問３６-３ 

※ 問３６で、「２」「３」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

現在活動していないのは、どのような理由ですか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．家事や仕事、学業などの事情 

２．興味はあるが、内容や参加方法などがわからない 

３．活動する場所や一緒に活動する人がいない 

４．興味がなく、活動したいと思わない 

５．活動内容に問題（不備、不満など）を感じる 

６．体力や健康への不安がある 

７．その他（              ） 

  

問 36-3 へ 

問 36-1、問 36-2 へ 
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問３７ 毎日の暮らしやお住いの地域の中で、心配、不安、気になることは何ですか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．健康に関すること 

２．老後、介護に関すること 

３．育児、教育に関すること 

４．障がい、障がい者（児）に関すること 

５．生活困窮など経済的問題に関すること 

６．進学、就職、結婚などの問題に関すること 

７．いじめ、虐待に関すること 

８．生活環境や環境美化に関すること 

９．防犯、消費者被害などに関すること 

10．ご近所との関係（希薄化、孤立、トラブル）に関すること 

11．防災、災害時の避難などに関すること 

12．終活に関すること 

13．その他（              ） 

14．特にない 

 

問３８ 心配、不安、気になることはどこ（だれ）に相談しますか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

1．家族、親戚、パートナー 

2．友人、知人 

3．近所、地域の人 

4．職場の人 

5．かかりつけ医師 

6．民生委員・児童委員 

7．社会福祉協議会 

8．市の相談窓口 

9．その他（        ） 

10．相談できる場所がない（人がいない） 

 

問３９ 相談や助けを必要とする近所、地域の人に、あなたができる支援はありますか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．介護や見守りなどの介護支援 

２．買い物手伝いや物の運搬、ごみ出しなどの家事支援 

３．病院や駅までの送迎などの高齢者移動支援 

４．子どもの一時預かりや見守りなどの子育て支援 

５．保育所や幼稚園への送迎などの子育て移動支援 

６．地域のお祭り参加や公園掃除などの町会活動 

７．災害時の備蓄、避難行動などの防災支援 

８．※DV・虐待に関すること 

９．その他（                                   ） 

10．特にない 

※「DV」とは、ドメスティック・バイオレンスの略で配偶者間・パートナー間の暴力をいいま

す。身体的暴力に限らず、精神的、経済的、性的等、相手の尊厳を傷つけるあらゆる形の暴

力が含まれます。 
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問４０ あなたは孤独である、孤立していると感じることがありますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．ない 

２．ほとんどない 

３．たまにある 

４．時々ある 

５．常にある 

 

（選択） 

問４０-１ 

※ 問４０で、「3」～「5」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

その状況はどの程度前から続いていますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．6 か月未満 

２．6 か月以上 1 年未満 

３．1 年以上 2 年未満 

４．2 年以上 3 年未満 

５．3 年以上５年未満 

６．5 年以上 

７．その他（              ） 

 

（選択） 

問４０-2 

※ 問４０で、「3」～「5」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

現在の孤独・孤立に強い影響を与えたと思われる出来事は何ですか。 

（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．一人暮らし 

２．転居 

３．転校・転職・離職・退職（失業を除く） 

４．失業・休職・退学・休学（中退・不登校を含む） 

５．妊娠・出産・子育て 

６．介護・介助 

７．子どもの独り立ち 

８．家族の病気・障がい 

９．家族との離別 

10．家族との死別 

11．家族以外の親しい知人との死別 

12．家族間の重大なトラブル（家庭内別居・ＤＶ・虐待を含む） 

13．心身の重大なトラブル（病気・怪我等） 

14．仕事上（職場）の重大なトラブル 

15．人間関係による重大なトラブル（いじめ・ハラスメント等を含む） 

16．金銭による重大なトラブル 

17．生活困窮・貧困 

18．自然災害の被災・犯罪の被害など 

19．その他（              ） 

20．特にない 

  

問 40-1、 
問 40-2 へ 
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６ 少子化対策・結婚支援について（全４問） 

問４１ 少子化対策として効果があると思うことは何ですか。（３つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．子どもを大切にする社会の雰囲気づくり 

２．必要としたときに利用できる、質の高い保育サービスの整備 

３．産休・育休後に復職しやすい職場環境づくり 

４．不妊治療と仕事との両立がしやすい環境整備 

５．長時間労働の削減、フレックスタイム制の導入などの働き方改革 

６．構造的な賃上げ環境を整え、若年層の所得向上を図ること 

７．幼児教育・保育の完全無償化 

８．教育費の経済的な負担軽減 

９．学校給食費の無償化 

10．男性の育休取得率の向上など、男性の家事、育児参画の支援 

11．「男性は仕事、女性は家庭」などのような固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込みの解消 

12．若い世代の出会いの場の創出 

13．婚活支援の実施 

14．その他（                                   ） 

 

問４２ 少子化社会にあって、今後の社会の担い手である今の小中学生に必要だと思われる資

質・能力は何ですか。（５つまで番号を〇で囲んでください。） 

１．基礎的な学力、ものづくりの技術 

２．他人に対するやさしさ、思いやり 

３．自分の命や健康を自分で守ろうとする態度 

４．他人と積極的にコミュニケーションを図り、協力しようとする態度 

５．社会のルールやマナーを守ろうとする態度 

６．多様な考えを認め合おうとする態度 

７．語学力、様々な国の人々と協調できる国際感覚 

８．災害など、予期せぬことに適切に対応する能力 

９．目標に向かい、主体的に物事に取り組む力 

10．前例にとらわれない、新しいアイディアを生み出す力 

11．ICT（デジタル）を活用する能力 

12．自然や環境を大切にする心 

13．リーダーシップ、責任感 

14．筋道を立てて、いろいろな角度から物事を考えられる能力 

15．自分の周りや社会をより良くしていこうとする心、公共心 

16．その他（              ） 

 

問４３ 未婚化の進展は、どのような理由だと思いますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．出会いの機会の減少 

２．経済的な理由による将来への不安 

３．仕事と家庭の両立の困難さ 

４．価値観の多様化 

５．育児の負担感、不安 

６．その他（              ） 

 

問４４ 市に期待する結婚支援の取組はありますか。（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．交流の機会・場の提供 

２．相談員・支援員の育成 

３．結婚生活やライフデザインに関する講座・啓発 

４．ワークライフバランスの推進 

５．若者の就職支援 

６．待機児童対策 

７．結婚資金・住居に関する支援 

８．結婚支援は行わなくてよい 

９．その他（              ） 
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７ 財政健全化、公共施設再生について（全２問） 

本市のこれからのまちづくりの大きな課題の一つが、少子超高齢社会の進展とその先の人口減少

です。このことに対応するための社会保障費の増大が見込まれるとともに、※生産年齢人口の減少

による税収や保険料の減少が懸念されます。 

問４５ 少子高齢化・人口減少社会では、税や保険料を負担する※生産年齢人口の割合が減少

します。今後、今と同じ行政サービスを提供するには、市民一人あたりのコストが増

加します。サービスと負担について、どう考えますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．今よりサービスが低下してもやむを得ないので、負担は今のままにしてほしい。 

２．負担が増えてもやむを得ないので、今のサービスを維持してほしい。 

３．その他（                                    ） 

※「生産年齢人口」とは、15 歳以上 65 歳未満の人口のことです。 

 

 

 

本市では、高度成長期（1955～1975 年代）に建設した多くの公共施設の老朽化が進み、既に更

新時期を迎えています。しかし、市が保有する施設のすべてを更新するための財源の確保が困難な

状況にあります。 

このことから、「習志野市公共施設等総合管理計画【令和２年度改訂】」および「第２次公共建築

物再生計画」を策定し、３つの基本的な考え方として、「総量圧縮」による適正な施設の保有量の実

現、計画的な維持保全による「長寿命化の推進」、資産の有効活用による「財源の確保」を掲げ、老

朽化対策に取り組んでいます。 

問４６ 公共施設の老朽化対策の取組に関して「保有総量の圧縮」「長寿命化の推進」「財源の

確保」の 3つの基本的な考え方について、あなたはどう思いますか。 

（すべての項目に１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

項目 
積極的に 

実施すべき 

どちらかといえば 

実施すべき 

どちらかといえば 

実施すべきではない 

実施すべき

ではない 

「保有総量の圧縮」 

複合化・多機能化により施設数を減ら

し、一つの施設をみんなで使う 

１ ２ ３ ４ 

「長寿命化の推進」 

施設を補強したり、傷んだ設備を入れ

替えたりし、長持ちするようにして、

しばらくの間、建替えないでおく 

１ ２ ３ ４ 

「財源の確保」 

利用していない市の土地を売ったり、

貸したりして収入を得る 

１ ２ ３ ４ 

  

http://kotobank.jp/word/%E4%BB%A5%E4%B8%8A
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%AA%E6%BA%80
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８ 地方創生ＳＤＧｓ等について（全２問） 

問４７ あなたは普段の生活の中でＳＤＧｓを意識して行動していますか。 

（１つだけ番号を〇で囲んでください。） 

１．している 

２．どちらかといえばしている 

３．どちらかといえばしていない 

４．していない 

 

（選択） 

問４７-１ 

※ 問４７で、「１」「２」を選ばれた方のみ、ご回答ください。 

ＳＤＧｓの１７のゴール（目標）のうち、あなたが関心を持ち、普段の生活で常に意識し

て行動している目標は何ですか。（該当するすべての番号を〇で囲んでください。） 

１．貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

２．飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現

し、持続可能な農業を促進する 

３．すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確

保し、福祉を促進する 

４．質の高い教育をみんなに 

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育

を提供し、生涯学習の機会を促進する 

５．ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の

能力強化を行う 

６．安全な水とトイレを 

世界中にすべての人々の水と衛生の利用可能性と

持続可能な管理を確保する 

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近

代的エネルギーへのアクセスを確保する 

８．働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々

の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間ら

しい雇用を促進する 

９．産業と技術革新の基盤をつくろう 

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化

の促進及びイノベーションの推進を図る 

10．人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正する 

11．住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間

居住を実現する 

12．つくる責任つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する 

13．気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策

を講じる 

14．海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用する 

15．陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、

持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに

土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻

止する 

16．平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促

進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、

あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある

包摂的な制度を構築する 

17．パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グロー

バル・パートナーシップを活性化する 

18．すべて 

19．特にない 

20．わからない 

  

問 47-１へ 
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（記述） 

問４８ 
「習志野市のまちづくり」について、ご意見などをお聞かせください。 

 

 


